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令和４年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【ときめくサイエンス】ミクロとマクロの世界を探る！ 

日 時:令和４年８月１８日（木）10：00～14：00 

受講者数:２名 

会 場：姫路工学キャンパス A棟２０４ 

講 師: 理学研究科 教授 竹内 佐年、 後藤 忠徳 
 

【第 1講】 

私たちの身の回りにある物質の機能や特性は構成要素である分子に 

由来します。その形状は通常の顕微鏡では見ることができないほど 

小さなものですが、先端の尖った特殊な金属針を接近させ、微弱な 

電流を流しながら表面をなぞると、分子１個ずつの姿を「観る」こと 

ができます。この走査型トンネル顕微鏡に使用される針の実物と、 

それにより観測された分子の画像がスライドで紹介され、分子の 

ミクロな世界を身近に感じることができました。 

さらに、100兆分の 1秒のフラッシュ光を使うと、分子の振舞いを 

時々刻々とストロボ写真のように追跡できることも解説され、 

参加者からは「まるでパラパラ漫画みたい」との感想も聞こえてきました。 

物質科学研究における観測の大切さを学ぶよい機会となりました。 

 

【第２講】 

 目に見えない地下世界をどのようにして可視化するか？ 

それは私達の生活にどのように関わるのか？ 

直感では分かりにくい非破壊での地下探査テクノロジーについて、 

簡単な実習を実施いたしました。また講義を通じて、最新の地震 

科学や環境科学に関する研究成果や新たな知見について紹介させて 

頂きました。 

受講者には、穴を掘らない地下探査の魅力や難しさ、重要性について 

体感して頂けたと思います。 

                                  

 

 

第 1講 針でなぞり、光で探る分子ミクロ世界 

第 2講 目に見えない地下世界、どうやって探る？ 


